
水
資
源
功
績
者
・
団
体
を
表
彰

国

土

交
通
省
水
源
の
保
全
な
ど
多
大
な
貢
献

盛
大
に「
水
の
日
」記
念
行
事

子
供
た
ち
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

国
土
交
通
省
は
８
月
４

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
３
号
館
で
令
和
５

年
度
水
資
源
功
績
者
表
彰
式

を
開
催
し
た
。
斉
藤
鉄
夫
国

交
相
ら
が
出
席
し
、
長
年
に

わ
た
っ
て
多
大
な
貢
献
を
し

た
個
人
１
名
・
４
団
体
に
表

彰
状
を
授
与
し
た
。

同
表
彰
は
「
水
の
日
」

「
水
の
週
間
」
の
一
環
と
し

て
昭
和
５４
年
か
ら
実
施
。
水

資
源
の
開
発
・
利
用
や
水
源

の
涵
養
な
ど
に
尽
力
し
た
個

人
・
団
体
を
表
彰
し
て
い
る
。

表
彰
式
で
は
斉
藤
国
交
相

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
水
は
大
き
な
恵
み
を
も
た

ら
す
一
方
、
近
年
は
気
候
変

動
の
影
響
で
水
害
が
多
発
・

激
甚
化
し
て
い
る
。
当
省
は

防
災
・
減
災
や
適
切
な
水
資

源
の
利
用
・
保
全
に
努
め
て

い
る
が
、
地
域
住
民
と
行
政

の
緊
密
な
連
携
が
必
要
だ
。

皆
さ
ま
は
水
の
大
切
さ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
て
い
る
」
と
述

べ
、
受
賞
者
を
称
え
た
。

受
賞
者
（
敬
称
略
）
と
功

績
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
個
人
】
三
輪
彰
一
（
愛
知

県
）
元
愛
知
県
企
業
庁
技
術

監
。
過
疎
化
・
高
齢
化
す
る

水
源
地
域
の
支
援
活
動
に
尽

力
し
、
国
土
審
議
会
に
参
画

し
て
水
資
源
行
政
に
貢
献

【
団
体
】
西
郷
村
立
川
谷
小

学
校
・
川
谷
中
学
校
（
福
島

県
）
阿
武
隈
川
の
清
掃
や
周

辺
の
学
校
と
の
交
流
を
通
じ

て
水
の
大
切
さ
を
学
ぶ
▽
揖

斐
川
町
生
命
の
水
と
森
の
活

動
セ
ン
タ
ー
（
岐
阜
県
）
植

林
や
水
源
を
活
か
し
た
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
徳
山
ダ

ム
の
紹
介
な
ど
に
尽
力
▽
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
評
議
会
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ

ん
じ
ょ
う
（
愛
知
県
）
１０
年

間
の
募
金
活
動
で
矢
作
川
流

域
の
森
林
を
購
入
し
、
水
源

の
保
全
や
自
然
観
察
会
を
展

開
▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
賀
川
流

域
住
民
の
会
（
福
岡
県
）
水

質
調
査
、
清
掃
活
動
、
小
学

生
の
体
験
学
習
会
、
指
導
者

養
成
講
座
な
ど
流
域
住
民
の

意
識
向
上
に
貢
献

「
水
の
日
」
の
記
念
行
事
と
し
て
「
水
を
考
え
る
つ
ど
い
」
（
水
循
環
政
策
本
部
、
国
土
交
通
省
、
東
京
都
、

水
の
週
間
実
行
委
員
会
共
催
）
が
８
月
１
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
か
れ
た
。
斉
藤

鉄
夫
水
循
環
政
策
担
当
相
・
国
交
相
、
三
笠
宮
瑤
子
女
王
殿
下
を
は
じ
め
、
約
１
４
０
名
が
出
席
し
て
水
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
や
講
演
会
を
繰
り
広
げ
た
。
こ
れ
に
伴
い
５
日
に
新
宿
区
の
音
楽
の
友
ホ
ー
ル
で
「
水
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
展
示
会
」
も
開
か
れ
、
子
供
た
ち
に
水
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

８
月
１
日
の
「
水
の
日
」

は
平
成
２６
年
に
制
定
さ
れ
た

水
循
環
基
本
法
に
基
づ
き
水

の
大
切
さ
な
ど
の
普
及
啓
発

を
目
的
と
し
て
い
る
。
毎
年

「
水
の
週
間
」
（
８
月
１
日

〜
７
日
）
で
は
国
・
地
方
公

共
団
体
・
民
間
事
業
者
・
市

民
団
体
な
ど
が
連
携
し
、
全

国
規
模
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

を
展
開
し
て
い
る
。

当
日
の
「
水
を
考
え
る
つ

ど
い
」
で
は
主
催
者
を
代
表

し
て
斉
藤
水
循
環
政
策
担
当

相
・
国
交
省
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
水
は
生
命
の
源
で
大

き
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る

一
方
、
洪
水
や
渇
水
な
ど
の

災
い
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ

る
。
気
候
変
動
に
よ
り
水
災

害
が
激
甚
化
す
る
中
、
３
月

に
開
か
れ
た
国
連
水
会
議
で

日
本
の
優
秀
な
水
防
災
技
術

な
ど
を
世
界
に
発
信
し
た
。

『
水
の
日
』
『
水
の
週
間
』

が
普
段
あ
た
り
ま
え
の
よ
う

に
利
用
し
て
い
る
水
の
大
切

さ
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
積
極
的
な
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

続
い
て
谷
崎
馨
一
東
京
都

都
市
整
備
局
長
が
小
池
百
合

子
東
京
都
知
事
の
あ
い
さ
つ

を
代
読
。
ま
た
小
池
俊
雄
水

の
週
間
実
行
委
員
会
会
長
が

水
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。

瑤
子
女
王
殿
下
は
「
あ
ら

ゆ
る
こ
と
に
興
味
や
疑
問
を

持
つ
こ
と
は
非
常
に
大
切

だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

水
に
関
心
を
抱
い
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

第
４５
回
全
日
本
中
学
生
水

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

で
は
群
馬
大
学
共
同
教
育
学

部
付
属
中
学
３
年
・
安
藤
周

平
君
の
「
わ
さ
び
に
な
り
た

い
」
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
に

選
ば
れ
た
。
安
藤
君
は
受
賞

作
文
を
朗
読
し
、
満
場
の
拍

手
で
称
え
ら
れ
た
。

こ
の
あ
と
水
源
地
を
訪
問

し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る

「
水
源
地
行
っ
て
み
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
や
歌
舞
伎
役
者

の
市
川
団
十
郎
さ
ん
を
中
心

と
す
る
植
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
（
エ
ビ
モ

リ
）
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
白

木
克
繁
東
京
農
工
大
学
准
教

授
が
「
森
の
は
た
ら
き
と
水

循
環
」と
題
し
て
講
演
し
た
。

一
方
、
小
学
生
の
親
子
連

れ
を
対
象
に
し
た
水
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
展
示
会
に
は

約
１
０
０
名
が
参
加
。
気
象

キ
ャ
ス
タ
ー
敷
波
美
保
さ
ん

の
講
演
や
水
源
地
ク
イ
ズ
、

動
画「
水
の
源
を
た
ど
る
旅
」

の
上
映
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。

斉藤国交相

中学生作文コンクールで表彰式

瑤子女王殿下

受賞者と斉藤国交相が記念撮影
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